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審査証明の範囲

（1）切土斜面や自然斜面の小～中規模（崩壊長さがL=30m以下）の崩壊対策として適用する。
（2）補強材の地盤中の長さが5.0m以内の範囲について適用する。

ＬＬ補強土工法は、次の性能を有することが確認された。

(1)　注入材と補強材の付着特性
付着強度試験により、補強材と注入材の付着強度は地山補強材として十分な強度特性を有することが確認

された。

(2)　補強材の引抜き特性
現場載荷試験により、補強材は地盤補強材として十分な引抜き抵抗力を有することが確認された。

(3)　構造特性
載荷試験により、エルックは地山補強土ののり面工として十分な強度を有し、補強材が引抜けないことが

確認された。

(4)　のり面・地山の補強特性
３次元FEM解析により、エルックと補強材は一体となって、必要なのり面・地山の補強効果を有すること

が確認された。

(5)　耐久性
劣化促進試験、塩水噴霧試験および耐薬品性試験により、ＬＬ補強土工法の構造体は、優れた長期耐久性

を有することが確認された。

(6)　施工性
施工確認試験結果から、鋼材挿入、組立、注入、エルックのモルタル吹付け作業が容易に行えることが確

認された。

劣化促進試験状況（耐久性）3次元FEM解析（のり面・地山の補強特性）載荷試験状況（構造特性）



　ＬＬ補強土工法の構造と名称（L14C型の場合）
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エポキシ樹脂塗装鋼材を用いた長期耐久性を有する斜面の補強土工法 ＬＬ補強土工法
技術の概要

施工実績

施工手順

LL補強土工法の構造と名称

軟質斜面の崩壊防止

老朽化したモルタル吹付け法面の補修

ＬＬ補強土工　配置例ＬＬ補強土概略図

軟質層が露出した斜面への適用

施工直後

変状が発生したのり枠工斜面の補強

対策後

　ＬＬ補強土工法は、のり面・地山補強土工法として、長期の耐久性を実現した工法です。２本の補強材と梁状

支圧板（エルック）が一体となったコの字型の構造を形成し、地山の変形を拘束し不安定な斜面を安定化させま

す。使用する鋼材は、すべてエポキシ樹脂で粉体塗装しているため、長期間の耐久性能を有しています。

　ＬＬ補強土工法は、以下の特徴を有しています。

（１）優れた防食性
使用する鋼材（補強材・主筋・配力筋・スターラップ・補助アンカー・吹付金網・スペーサー・カプ

ラー）に、土木学会規準に従ったエポキシ樹脂粉体塗装（厚さ220±40μm）を行っているため、優れた防

食性を有しています。

（２）シンプルな構造
エルックは２本の補強材で固定するシンプルな構造です。弱点となり易い補強材の頭部をエルックの内部

に埋め込むため、耐久性が向上します。

（３）効果的な崩壊抑止力
エルックはシンプルな梁状支圧版ですが、実用上十分なのり面工低減係数を有しており、斜面を安定化さ

せる十分な効果があります（「ＬＬ補強土工法　のり面工低減係数」図参照）。

（４）施工性
現場打吹付けモルタルで造成するエルックは、地山と密着するため、凹凸が多い法面や樹木が生えた斜面

でも施工性は良好です。また、逆巻き施工にも適しています。

①削　孔 ②鋼材挿入・セメントミルク注入 ③エルックの鋼材設置 ④エルックへのモルタル吹付け

　ＬＬ補強土工法の施工手順を以下に示す。
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